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1 Beckerはレーガーのピアノ独奏曲の全曲録音を行っている。Max Reger. Das Klavierwerk. 
Markus Becker. Thorofon, CTH 2311-2322. 










本論は 4 章から成る。 
まず第 1 章では、レーガーの生涯を概観する。 

















                                                   
3 恵本季代子 2008 『マックス・レーガーの無伴奏ヴァイオリン作品研究――《無伴奏ヴァイ
オリンのための 7 つのソナタ op. 91》を中心に――』（東京藝術大学大学院音楽研究科博士学
位論文） 
4 藤本いく代 1993 「マックス・レーガー研究-2 ――マックス・レーガーの歌曲の世界――」
（『宮崎大学教育学部紀要 芸術・保健体育・家政・技術』第 75 号: 23-34.）や、広野嗣雄 1974 
「Max Reger の自由形式によるオルガン作品について」（日本オルガン研究会『オルガン研究』
第 2 号: 1-11.）などを参照。 
5 東山洸雅 2014 「M. レーガーのピアノ独奏曲≪テレマンの主題による変奏曲とフーガ≫研
究――演奏論的観点から――」（『ハルモニア（京都市立芸術大学音楽学部・大学院音楽研究科










ヨハン・バプティスト・ヨゼフ・マクシミリアン・レーガー  Johann Baptist Joseph 
Maximilian Regerは1873年3月19日、オーバープファルツの小さな村ブラントに生まれた。
彼の家系は、ローマカトリック信者である農民と職人の血筋であった。彼が 2 歳の時、父親ヨ







1886 年の秋、レーガーは 4 年間の実科学校 Realschule での勉強を終えた。父親は経済的な
理由から、息子にも教師になるよう望んでいたため、レーガーは教員養成学校に進学した。し
かし、父の意向は裏切られることになる。1888 年の 8 月、バイロイト音楽祭でヴァーグナー 




1889 年 11 月、リントナーは音楽家を志す弟子のために、レーガーの作品の楽譜を権威ある
音楽学者であるフーゴー・リーマン Hugo Riemann（1849-1919）に送った。このことがきっ
かけとなって、レーガーは 1890 年からリーマンに師事することになった。 
 
（2）ヴィースバーデン時代（1890-1898、17-25 歳） 
 レーガーはリーマンのもとでの勉強を 1890 年 4 月にゾンダースハウゼンの音楽学校で始め
                                                   
6 Bohnenstengel は、リントナーによるレッスンが始まったのはレーガーが 11 歳の時である
としている（2008: 5）。 
7 Adalbert Lindner. 1922. Max Reger. Ein Bild seines Jugendlebens und künstlerischen 







レーガーが師事したリーマンは、バッハ Johann Sebastian Bach（1685-1750）、ベートー




書いていることからもうかがえる（ヴィルト 1995: 154）。 
1895 年の秋にリーマンがヴィースバーデンを離れライプツィヒに移った際、レーガーは師
の後を引き継ぎ、音楽理論の教師としての職を得た。その後、レーガーは以前からの多量の飲













うになった。生活も安定し、1902 年の終わりにはエルザ・フォン・ベルケン Elsa von Bercken
（1870-1951）と結婚した。2 人の間に子供が生まれることはなかったが、彼らは後に 2 人の
孤児クリスタ Christa とロッティ Lotti を引き取って養子にした。 
1905 年、レーガーはミュンヘンの音楽アカデミー Akademie der Tonkunst でオルガンと作
曲の教師の職を得たが、新ドイツ派の理論家や批評家たちから反発に遭い、わずか 1 年で辞職
した。しかし、作曲家及び演奏家としての評価は徐々に高まり、多くの著名な芸術家とともに
                                                   
8 レーガー自身は後にこの時期のことを「疾風酩酊時代 Sturm- und Trankzeit」と呼び表して





ルドなミュンヘン時代 Wild Munich Period」と呼ばれている。 
 
（5）ライプツィヒ時代（1907-1911、34-37 歳） 
1907 年 3 月、レーガーはライプツィヒ大学の音楽監督及び作曲科の教授の地位を得た。彼
は教師として熱心に活動し、国際的な名声を得ることになった。1908 年にはイェーナ大学か
ら名誉博士号を授与された。また、ピアニストとしても活躍し、1908 年にロンドンで行った




1911 年 12 月、レーガーはザクセン＝マイニンゲン公ゲオルク 2 世に任命されて、マイニン
ゲン宮廷楽団 Meininger Hofkapelle の指揮者に就任した。このオーケストラはハンス・フォ
ン・ビューロー Hans von Bülow（1830-1894）によって 1880 年に設立され、演奏会用の音
楽のみを取り上げていた。着任してからの 3 年間、レーガーはこのオーケストラを率いて冬の
演奏会シーズンの間の演奏旅行を成功させ、夏の休暇は作曲に費やした。さらに、ライプツィ









1915 年の 3 月、レーガーはイェーナに居を移した。この大学都市は創作意欲の湧く環境で
あったらしく、この時期の円熟した作品について、彼は自ら「自由なイェーナ様式 Freier 
Jenaischer Stil」と呼び表している（ヴィルト 1995: 154）。 













の！ Ewig Dein!≫のタイトルに添えられた Op. 17523 という作品番号は、そのような揶揄に












作品番号 作品名 作曲年 
WoO. Ⅲ/1 6 つの前奏曲とフーガ Sechs Präludien und Fugen 1890 
WoO. Ⅲ/2 プレリュードとフーガ ト短調 Präludium und Fuge g-moll 1890 
WoO. Ⅲ/3 演奏会用大ワルツ Grande Valse de Concert 1891 
Op. 11 7 つのワルツ Sieben Walzer 1893 
Op. 13 綴じていないページ Lose Blätter 1894 
Op. 17 青年時代より Aus der Jugendzeit 1895 
WoO. Ⅲ/4 全ての長短調による 111 のカノン 
111 Canons durch alle Dur - und Molltonarten 
1895 
Op. 18 即興曲集 Improvisationen 1896 
Op. 20 5 つのフモレスケ Fünf Humoresken 1896 
WoO. Ⅲ/5 葬送行進曲 Trauermarsch 1898 




WoO. Ⅲ/7 愛の夢 Liebestraum 1898 
WoO. Ⅲ/8 アレグレット・グラツィオーソ ヘ長調 Allegretto grazioso F-dur 1898 
WoO. Ⅲ/9 小さなガヴォット Miniature Gavotte 1898 




»An der schönen blauen Donau«. Improvisationen über den 
Walzer von Johann Strauß 
 
1898 
Op. 24 6 つの小品 Six Morceaux 1898 
Op. 25 水彩画集 Aquarellen 1897-98 
Op. 26 7 つの幻想小曲集 Sieben Fantasiestücke 1898 
Op. 32 7 つの性格的小品 Sieben Charakterstücke 1899 
Op. 36 色とりどりの小品 Bunte Blätter 1899 
Op. 44 10 の演奏会用小品 Zehn kleine Vortragsstücke 1900 
Op. 45 6 つの間奏曲 Sechs Intermezzi 1900 
Op. 53 7 つのシルエット Sieben Silhouetten 1900 
WoO. Ⅲ/12 葉っぱと花 Blätter und Blüten 1900-02 
WoO. Ⅲ/13 左手のための 4 つの特別なエチュード 
Vier Spezialstudien für die linke Hand 
1901? 
WoO. Ⅲ/14 即興曲 ホ短調 Improvisation e-moll 1901 
WoO. Ⅲ/15 無窮動 ハ長調 Perpetum mobile C-dur 1901-02 
WoO. Ⅲ/16 ロマンツェ ニ長調 Romanze D-dur 1901-02 
WoO. Ⅲ/17 夜曲 Nachtstück 1901-02 
Op. 79a 10 の小品 Zehn Kompositionen 1901-03 
WoO. Ⅲ/18 夜に In der Nacht 1902 
Op. 81 バッハの主題による変奏曲とフーガ 
Variationen und Fuge über ein Thema von J. S. Bach 
1904 
Op. 82 私の日記より Aus meinem Tagebuche 1904-12 
Op. 89 4 つのソナチネ Vier Sonatinen 1905, 08 
WoO. Ⅲ/19 無窮動 嬰ハ短調 Perpetuum mobile cis-moll 1905 
WoO. Ⅲ/20 スケルツォ 嬰ヘ短調 Scherzo fis-moll 1906 





WoO. Ⅲ/21 奇想曲 嬰ヘ短調 Caprice fis-moll 1906 
Op. 99 6 つの前奏曲とフーガ Sechs Präludien und Fugen 1906-07 
WoO. Ⅲ/22 アレグロ・モデラート Allegro moderato 1907 
WoO. Ⅲ/23 永遠にあなたのもの！作品 17523  Ewig Dein! Op. 17523 1907 
Op. 115 エピソード集 Episoden 1910 
Op. 134 テレマンの主題による変奏曲とフーガ 
Variationen und Fuge über ein Thema von G. P. Telemann 
1914 
WoO. Ⅷ/16 婦人慈善団体の行進曲 Marsch der Stiftsdamen 1914 
Op. 143 炉端の夢 Träume am Kamin 1915 
WoO. Ⅳ/17 古きオランダの感謝の祈り Altniederländisches Dankgebet 1915 
WoO. Ⅲ/24 ドイツの歌によるフゲッタ Fughette über das Deutschlandlied 1916 
 
 レーガーは 147 の作品番号の内、21 をピアノ独奏曲に与えている。1894 年に出版された≪
ワルツ集 Op. 11≫を初めとして、死の前年に完成された≪炉端の夢 Op. 143≫まで、レーガー
は生涯を通してピアノ独奏曲を書き、出版し続けた。その大半を占めるのはロマン派の伝統に
則った小品集であり、複数の曲が一つの作品番号にまとめて出版された。最も大規模なのは 4





Becker が指摘しているように、暗譜を困難にする要因ともなっている（2004: 231）10。 






（1900-1907 年）・後期（1907 年以後）の 3 つに分類しており、オルガンのための≪B-A-C-H
による幻想曲とフーガ Phantasie und Fuge über B-A-C-H Op. 46≫（1900）と管弦楽のため
                                                   





の≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Variationen und Fuge für Orchester über ein 










ムス、リスト Franz Liszt（1811-1886）からの強い影響が見られる。 
レーガーはシューマンに対して、小規模な形式の作品では越えられない巨匠であるとして一
目置いていたという（ヴィルト 1995: 154）。そのような態度が最も明確に表れているのが≪
青年時代より Op. 17≫である。この作品は全 20 曲から成り、それぞれの曲には〈捕まえてご
らん！Hasche mich!〉〈北欧の踊り Nordischer Tanz〉〈初めてのけんか Erster Streit〉な
どの表題が与えられている。また、大半の曲がごく短い上に技術的にも易しいため、教材作品
としても有用である。レーガーはこの作品において、明らかにシューマンの≪子供の情景 Op. 
15≫や≪子供のためのアルバム Op. 68≫などをモデルにしたと考えられる。 
 一方、既に多くの研究で指摘されているように、レーガーはブラームスの作品、中でも晩年
の小品集の様式を自身の創作に採り入れた。≪即興曲集 Op. 18≫の第 4 曲（譜例 1、2）はそ
の好例である。この作品の柔らかな曲調やアウフタクトからの開始、広音域にわたる左手の伴
奏音型、そして中間部（第 18-35 小節）のカノンなどは、ブラームスの≪6 つのピアノ小品
Op. 118≫の第 2 曲（譜例 3、4）を思い起こさせる。また、後述する≪6 つの小品 Op. 24≫の




                                                   
11 ≪10 の演奏会用小品 Op. 44≫、≪6 つの間奏曲 Op. 45≫、≪7 つのシルエット Op. 53≫の
3 作品は 1900 年以前、≪私の日記より Op. 82≫と≪4 つのソナチネ Op. 89≫に含まれる数曲
は 1908 年以降に作曲されたが、これらの作品は様式の観点から中期の作品に分類される
（Brauss 1994: 47）。 




譜例 1  レーガー ≪即興曲集 Op. 18≫ 第 4 曲 冒頭 
 
 
譜例 2  レーガー ≪即興曲集 Op. 18≫ 第 4 曲 第 15-23 小節 
 
 







譜例 4 ブラームス ≪6 つのピアノ小品 Op. 118≫ 第 2 曲〈間奏曲〉 第 49-56 小節 
 
 



















≪10 のピアノ小品 Op. 79a≫や≪私の日記より Op.82≫など、小品集は前期に引き続いて作







128 番 BWV128≫のアリア〈神の全能を究めることは Sein Allmacht zu ergründen〉に基づ
いている。主題と 14 の変奏、フーガから成るこの作品は、演奏に約 30 分を要する大作である。




                                                   




















は新古典主義の傾向を指摘することが出来る（Bohnenstengel 2008: 7）。 
 1914 年に完成された≪テレマンの主題による変奏曲とフーガ Op. 134≫（以下、≪テレマン
ヴァリエーション≫）はレーガーの後期のピアノ独奏曲を代表するものであり、中期の≪バッ
ハヴァリエーション≫と好対照を成している。主題はテレマン Georg Philipp Telemann
（1681-1767）の≪ターフェルムジーク Tafelmusik≫（1733）第 3 集の〈序曲〉から採られ












                                                   
14 Voss はこの作品における主題の自由な扱い方について、レーガーがシューマンの≪交響的








2. 2.  連弾・2 台のピアノのための作品 
 
レーガーはこのジャンルにおいて、同時代の作曲家達の中では比較的多くの作品を残した。






9 ワルツ・カプリス集（連弾） Walzercapricen 1892 
10 ドイツ舞曲集（連弾） Deutsche Tänze 1893 
22 6 つのワルツ（連弾） Sechs Walzer 1898 
34 5 つの絵画的小品（連弾） Cinq Pièces pittoresques 1899 
58 6 つのブルレスケ（連弾） Sechs Burlesken 1901 
86 ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ（2 台ピアノ） 
Variationen und Fuge über ein Thema von Beethoven 
1904 
94 6 つの小品（連弾） Sechs Stücke 1906 
96 序奏、パッサカリアとフーガ ロ短調（2 台ピアノ） 
Introduction, Passacaglia und Fuge h-moll 
1906 
132a モーツァルトの主題による変奏曲とフーガ（2 台ピアノ） 
Variationen und Fuge über ein Thema von Mozart 
1914 
 
2. 2. 1.  連弾のための作品 
 
 レーガーは連弾のために 6 つの作品を残した。その内の≪ワルツ・カプリス集 Op. 9≫、≪
                                                   








ドイツ舞曲集 Op. 10≫、≪6 つのワルツ Op. 22≫の舞曲集はシューベルト Franz Schubert
（1797-1828）の≪4 つのレントラー D. 814≫（1824）やブラームスの≪4 手のためのワルツ
集 Op. 39≫（1865）と同じ系統に連なる作品である。全体的に高度な技術は要求されず、家




2. 2. 2.  2 台のピアノのための作品 
 
 レーガーによる 2 台のピアノのための作品は数こそ多くはないものの、どれもが高度な演奏
技術を必要とする大作である。批評家たちにもおおむね好意的に受け入れられ、ピアニスト・
レーガーの重要なレパートリーとなった。 
≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫は主題と 12 の変奏、フーガから構


























1 ヴァイオリンソナタ ニ短調 Sonate für Violine und Klavier d-moll 1891 
2 ピアノ三重奏曲 ロ短調 Klaviertrio e-moll 1891 
3 ヴァイオリンソナタ ニ長調 Sonate für Violine und Klavier D-dur 1892 
5 チェロソナタ ヘ短調 Sonate für Violoncello und Klavier f-moll 1892 
28 チェロソナタ ト短調 Sonate für Violoncello und Klavier g-moll 1898 
41 ヴァイオリンソナタ イ長調 Sonate für Violine und Klavier A-dur 1899 
49 2 つのクラリネットソナタ Zwei Klarinettensonaten 1901-03 
64 ピアノ五重奏曲 ハ短調 Klavierquintett c-moll 1901 
72 ヴァイオリンソナタ ハ長調 Sonate für Violine und Klavier C-dur 1903 
78 チェロソナタ ヘ長調 Sonate für Violoncello und Klavier F-dur 1904 
79d ヴァイオリンとピアノのための子守歌、カプリッチョといたずら 
Wiegenlied, Capriccio u. Burla für Violine und Klavier 
1901-02 
79e チェロとピアノのためのカプリスと小ロマンツェ 
Caprice u. Kleine Romanze für Violoncello und Klavier 
1901 
84 ヴァイオリンソナタ 嬰ヘ短調  
Sonate für Violine und Klavier fis-moll 
1905 
87 ヴァイオリンとピアノのためのアルバムの綴りとロマンツェ 
Albumblatt B-dur u. Romanze für Violine und Klavier 
1905 
93 ヴァイオリンとピアノのための古い様式による組曲 
Suite im alten Stil für Violine und Klavier 
1906 
102 ピアノ三重奏曲 ホ短調 Klaviertrio e-moll 1907-08 
103a ヴァイオリンとピアノのための組曲 イ短調  
Suite a-moll für Violine und Klavier 
1908 
103b 2 つの小さなヴァイオリンソナタ 












113 ピアノ四重奏曲 ニ短調 Klavierquartett d-moll 1909-10 
116 チェロソナタ イ短調 Sonate für Violoncello und Klavier a-moll 1910 
122 ヴァイオリンソナタ ホ短調 Sonate für Violine und Klavier e-moll 1911 
133 ピアノ四重奏曲 イ短調 Klavierquartett a-moll 1914 
139 ヴァイオリンソナタ ハ短調  
Sonate für Violine und Klavier c-moll 
1915 
 
 レーガーの全室内楽作品の内、約 5 分の 3 がピアノを含む編成のために作曲されている。中
でも多いのがヴァイオリンとピアノのための二重奏曲で、9 曲のヴァイオリンソナタに加えて、
≪2 つの小品 Op. 87≫などの小品集も存在する。その他の編成のための主要な作品としては、
4 曲のチェロソナタや 3 曲のピアノ四重奏曲、同じく 3 曲のクラリネットソナタなどが挙げら
れる。 
ピアノを含む室内楽作品は、その多くが形式や楽章構成の点でウィーン古典派、特にベート
ーヴェンから受け継いだ伝統を踏襲している16。急緩急の 3 楽章制も見られるが、大半は 4 楽





な avanciertesten und rücksichtslosesten」（Popp 2016: 183）作品の一つとされる≪ヴァイ
オリンソナタ ハ長調 Op. 72≫は、初演当時「最も独自性があり、美しく、しかし一般的な聴
衆にはおそらく最もとっつきにくい現代曲」（Schreiber 3: 35）と評された。さらに、この作
品で繰り返し用いられている Es（S）-C-H-A-F-E と A-F-F-E の音列による動機には、それぞ







                                                   























4 6 つの歌曲 Sechs Lieder 1890-92 
8 5 つの歌曲 Fünf Lieder 1892-93 




14b 私は湖を眼下に佇んでいる Ich stehe hoch über ’m See 1898 
15 10 の歌曲 Zehn Lieder 1898-99 
23 4 つの歌曲 Vier Lieder 1898 
31 アンナ・リッターによる 6 つの詩 Sechs Gedichte von Anna Ritter 1898-99 
35 6 つの歌曲 Sechs Lieder 1899 
37 5 つの歌曲 Fünf Gesänge 1899 
43 8 つの歌曲 Acht Lieder 1899 
48 7 つの歌曲 Sieben Lieder 1900 
51 12 の歌曲 Zwölf Lieder 1900 
55 15 の歌曲 Fünfzehn Lieder 1901 
62 16 の歌曲 Sechzehn Gesänge 1901-02 
66 12 の歌曲 Zwölf Lieder 1902 
68 6 つの歌曲 Sechs Gesänge 1902 
70 17 の歌曲 Siebzehn Gesänge 1903 
75 18 の歌曲 Achtzehn Gesänge 1903 
76 素朴な歌 Schlichte Weisen 1903-12 
79c 8 つの歌曲 Acht Lieder 1900-01 
88 4 つの歌曲 Vier Gesänge 1905 
97 4 つの歌曲 Vier Lieder 1906 
98 5 つの歌曲 Fünf Gesänge 1906 
104 6 つの歌曲 Sechs Lieder 1907 
105 2 つの宗教的な歌 Zwei geistliche Lieder 1907 
137 12 の宗教的な歌 Zwölf geistliche Lieder 1914 
142 5 つの新しい子供の歌 Fünf neue Kinderlieder 1915 
 










も民謡のような素朴さを持つ作品は多い。例として≪素朴な歌 Op. 76≫の第 1 巻より、レーガ
ー自身が特に頻繁に演奏した第 3 曲〈森の孤独 Waldeinsamkeit〉（譜例 8）を見てみよう。≪







譜例 8  レーガー ≪素朴な歌 Op. 76≫第 1 巻 第 3 曲〈森の孤独〉 冒頭 
 
 
次に、〈森の孤独〉と同時期に書かれ、同じく頻繁に演奏されていた≪4 つの歌 Op. 88≫（1905）





























3. 1.  レーガーの音楽教育歴 









し、彼女を追い越したという（Popp 2016: 31）。レーガーが 12 歳の頃から、ピアノのレッス
ンはアダルベルト・リントナーが引き継ぐことになった。 
 





 リントナーによるピアノのレッスンは、まずクラーマー Johann Baptist Cramer
（1771-1858）やツェルニー Carl Czerny（1791-1857）などの練習曲、クレメンティ Muzio 
Clementi（1752-1832）の≪グラドゥス・アド・パルナッスム Gradus ad Parnassum≫など
















していたという（志村 1974: 28）。 
1886 年の秋から通い始めた教員養成学校では、声楽、オルガン、ヴァイオリンや和声法な
どのレッスンを受け、学内のオーケストラではチェロを演奏した。リントナーによるピアノの
指導も受け続け、1887 年の 5 月に出演した生徒によるコンサートでは、シュルホフ Julius 
Schulhoff（1825-1898）の≪ソナタ ヘ短調 Op. 37≫を演奏した。これがレーガーのピアニス
トとしての初舞台となった。 





3. 1. 3.  フーゴー・リーマンの元での教育（1890-1893 年） 
 

















険であると忠告している（Popp 2016: 38）。 
 1890 年の 4 月初め、レーガーはゾンダースハウゼンの音楽学校に入学し、リーマンの元で
の勉強を始めた。レーガーは極めて勤勉な性格だったらしく、父ヨゼフはリーマンに手紙を書
き、「ピアノと作曲のことになると食事や散歩を忘れてしまう」レーガーが「ピアノを弾きす




リアーナ Kreisleriana Op. 16≫などに加えて、リーマンによる分析に刺激を受けて、バッハ
の≪平均律クラヴィーア曲集 Das Wohltemperierte Klavier≫も勉強した。また、音楽院の学
生による試演会 Vortrags-Übungen や公開演奏会にもたびたび出演し、1891 年 11 月 21 日に
は自作の≪ヴァイオリンソナタ ニ短調 Op. 1≫の初演でピアノパートを演奏するなど、公開の
場での演奏経験を積んだ。 












3. 2. 1.  演奏会への出演回数 
 
Schreiber はレーガーが出演した演奏会の日時や会場、共演者や演奏曲目などのデータを集








揮を執った場合、ピアニストと指揮者の両方で 1 回ずつ出演したものとみなした。 
 
レーガーの年代別出演回数表 
年代 ピアニスト オルガニスト 指揮者 
1887-89 3 0 0 
189017 0（5） 0 0 
1891 2（13） 0 0 
1892 5（6） 1 0 
189318 15 0 0 
1894 3 1 0 
1895 0 1 0 
1896 1 0 0 
1897 0 0 0 
1898 1 0 1 
1899 1 0 0 
1900 1 0 0 
1901 6 0 0 
1902 11 1 0 
1903 20 1 0 
1904 23 2 0 
1905 43 2 1 
1906 40 0 4 
1907 42 2 11 
1908 44 0 10 
1909 47 1 8 
                                                   
17 1890 年から 92 年の間に、レーガーはフックス音楽院の上級クラスによる公開試演会と公開
試験 Prüfungskonzert に頻繁に出演した。しかし、プログラムには出演者の名前が明記されて
いない場合が多く、レーガーの正確な出演回数は不明である。 





1910 50 1 12 
191119 62 0（2） 24（26） 
191220 59（60） 1（2） 83（84） 
1913 48 4 72 
191421 15（26） 8（19） 33（44） 
1915 30 3 15 
1916 33 1 5 








し、1900 年 12 月 11 日にミュンヘンで行われた演奏会で自作の≪ヴァイオリンソナタ イ長調
Op. 41≫の演奏が高く評価されたことが契機となり、1901 年の 9 月にミュンヘンに居を移し
てからは、出演回数が徐々に増加していく。レーガーがコンサート・ピアニストとして最も活
発に活動しているのは 1905 年以降である。1914 年は演奏旅行の中断と療養のため22比較的出






                                                   
19 1911 年 5 月 28 日にダルムシュタットで開かれた 2 回公演の演奏会では、オルガニストか
指揮者、あるいはその両方として出演した。 
20 1912 年 4 月 20 日にハンブルクの教会で行われたコンサートに出演しているが、プログラ
ムは不明である。 
21 1914 年の 8 月から 9 月の間に、レーガーは音楽による祈り Musikalische Andacht と題し
て、12 回のチャリティーコンサートをテューリンゲン地方で催した。9 月 27 日の演奏会では
オルガニストとして出演したことが判明しているが、それ以外の日時やプログラムは明らかに
されていない。 






いる。これはレーガーが≪シンフォニエッタ イ長調 Sinfonietta A-dur Op. 90≫を 1905 年に
完成させて以来、次々と管弦楽曲を創作していく時期と重なっている。指揮者としての活動が
最も活発になるのは 1912 年と 1913 年で、マイニンゲン宮廷楽団の指揮を執っていた時期で
ある。 
表のデータからは、1912 年と 1913 年の 2 年間がレーガーの演奏活動のピークと言える。こ
の時期にはコンサートを終えた夜の内に移動することも多く、「1 か月のうち 25 回別のベッド
で眠ることもしばしばであった」（長木 1992: 22）。また、一つのコンサートでピアノと指揮
の両方を担当することは珍しくなかったし、場合によってはオルガンが加わることさえあった。
例えば 1913 年 6 月 25 日にハイデルベルクで開催されたコンサートでは、バッハのカンター
タ≪しりぞけ、もの悲しき影よ Weichet nur, betrübte Schatten BWV202≫ではオルガン、同
じくバッハの≪ブランデンブルク協奏曲第 5番ニ長調BWV1050≫では自身による編曲版のピ













年頃まで、及び 1910 年以降である。 
1894 年までに出演したコンサートは主に学校の公開試験や試演会で、演奏曲目は専ら他の
作曲家の作品である。レーガーが特に力を入れていたのはブラームスの作品で、≪ピアノソナ
タ第 1 番ハ長調 Op. 1≫と≪ピアノソナタ第 2 番嬰ヘ短調 Op. 2≫、及び Op. 116 から 119 の
小品集などを公開の場で演奏している。また、先述のシュルホフの≪ソナタヘ短調 Op. 37≫に




タ第 15 番ニ長調 Op. 28「田園」≫、ショパンの≪スケルツォ第 2 番変ロ短調 Op. 31≫、シュ
ーベルトの≪ピアノソナタ第 21 番変ロ長調 D. 960≫の第 1楽章などもプログラムに上ってい
るが、ほとんどの作品は一回演奏されるに留まり、レパートリーとして定着することはなかっ
た。例外はブラームスの≪2 つのラプソディー Op. 79≫で、〈第 1 番ロ短調〉は 5 回、〈第 2
番ト短調〉も 3 回演奏された記録が残っている。 
1910 年以降は自作を演奏する機会も増えた。主要なレパートリーは≪私の日記より Op. 82
≫と≪即興曲集 Op. 115≫であり、主に小さな町での演奏会で頻繁に取り上げられた
（Michalak 2007: 23）。一方、自作以外で唯一レパートリーとしていた独奏曲はバッハの≪平









ツァルトの≪ピアノ協奏曲第 9 番変ホ長調 KV 271「ジュノム」≫、同じくモーツァルトの≪
ピアノ協奏曲第 26 番ニ長調 KV 537「戴冠式」≫などを演奏した記録が残っている。また、バ
ッハの≪チェンバロのための協奏曲ニ短調BWV1052≫は最晩年のレーガーの重要なレパート
リーであり、1915 年 12 月 1 日に初めて公開の場で演奏してから翌年の 3 月 26 日までの短い














3. 2. 2. 3.  連弾や 2 台のピアノのための作品 
 
自作の連弾のための作品も、その大半はコンサートで演奏される機会に恵まれなかった。唯
一の例外は≪5 つの絵画的小品 Op. 34≫であり、1904 年に作曲されて以来 1913 年までほぼ毎
年プログラムに加えられた。 
より重要なレパートリーは 2 台のピアノのための作品で、自作の≪ベートーヴェンの主題に
よる変奏曲とフーガ Op. 86≫、≪序奏、パッサカリアとフーガ Op. 96≫、そして≪モーツァ
ルトの主題による変奏曲とフーガ Op. 132a≫はいずれもレーガー自身によって頻繁に演奏さ
れた。特に Op. 86 については、彼自身が演奏会の締めくくりに適した作品であると述べてお
り（Schreiber 1: 73）、生涯の演奏回数は 130 にも上った。これらの自作に加えて、ブラーム
スの≪ハイドンの主題による変奏曲 Op. 56b≫も繰り返し演奏された。 
 










ヴァイオリンとの二重奏以外では自作の≪チェロソナタ イ短調 Op. 116≫や≪クラリネッ

















〈私の夢 Mein Traum Op. 31-5〉、〈民謡 Volkslied Op. 37-2〉、〈エオリアンハープ Aeolsharfe 
Op. 75-11〉、〈森の孤独 Waldeinsamkeit Op. 76-3〉、〈私の恋人 Mein Schätzelein Op. 76-14〉、
〈幼子の祈り Des Kindes Gebet Op. 76-22〉、〈笛吹き女 Flötenspielerin Op. 88-3〉、〈村 Das 











3. 2. 3.  演奏活動に対する理念 
 
（1）自分自身の宣伝 








                                                   
23 レーガーは自分が組んだプログラムについて干渉されると、激昂することもあった
















コンサートについて、他の出演者の出演料は 100 マルクや 300 マルクであったのに対して、自

































れるように、続く 1912 年と 1913 年には生涯で最も活発に演奏活動を行い、その結果 1914 年


































4.  コンサートレビューに見られるレーガーのピアノ演奏スタイルの特徴 







241 のコンサートに対する 457 ものレビューを収録したレビュー集（Schreiber 3）である。






















                                                   

















もある。≪ヴァイオリンソナタ ニ短調 Op. 1≫（譜例 10）や≪ピアノ三重奏曲ロ短調 Op. 2





なお、レーガーは≪3 つの合唱曲 Op. 6≫（1892）以降、演奏上の指示を赤のインクで書き






                                                   
25 Susanne Popp. (ed.). 1993. Briefe an die Verleger Lauterbach & Kuhn T. 1. Bonn: 
Dümmler.などを参照。 
26 Max Reger. 2006. Selected writings of Max Reger. Ed. and translated by C. S. Anderson. 
New York: Routledge. 
27 Adalbert Lindner. 1922. Max Reger. Ein Bild seines Jugendlebens und künstlerischen 
Werdens. Stuttgart: J. Engelhorns Nachf..などを参照。 
28 Max Reger. Werke für Klavier und Streicher. Revidiert von Gerd Sievers. Wiesbaden: 


















図版 1  レーガー ≪三重奏曲イ短調 Op. 77b≫自筆譜第 1 ページのファクシミリ 
（Max Reger. Trio a-Moll Op. 77b: Faksimile der Handschrift, herausgegeben aus Anlaß 








Welte-Mignon」という商標名で 1905 年に売り出された自動演奏ピアノを用いて、同年 12 月
8 日にピアノロールの作成を行っており、≪5 つのフモレスケ Op. 20≫や≪間奏曲集 Op. 45
≫など、彼自身の作品から 10 曲を抜粋して演奏した。 
ヴェルテ・ミニョンは当時多くの演奏家やピアノ製造者たちから注目を集めていた。パデレ

















4. 2.  全般的な評価 
 
まず本節では、レビューで語られているレーガーの演奏の全般的な特徴について述べる。以




















                                                   
29 当初は 1913 年に計画されており、バッハの≪平均律クラヴィーア曲集≫第 1 巻から 4 曲の
プレリュードとフーガ、及びレーガーの≪私の日記より Op. 82≫から 12 曲を演奏することに
なっていたが、レーガーの体調不良や第 1 次世界大戦などのために延期が重なり、結局実現に





































 このコンサートでは、バッハの≪ヴァイオリンとチェンバロのためのソナタ第 5 番ヘ短調
























































 以下はバッハの≪音楽の捧げもの BWV1079≫の演奏に対するレビューである。 
 
レビュー7 
















































































                                                   
30 ドイツのピアノとオルガンの製造会社で、1794 年にヨハン・アドルフ・イバッハ Johann 
Adolf Ibach（1766-1848）によって設立された。 





















































メイ Florence May はその回想録の中で、ブラームスによるピアノのレッスンについて「『もっ
とやさしく、もっと柔らかく』が、レッスン中ブラームスの口癖だった」と語っている（メイ 
2004: 167）。また、シューマンの四女であるオイゲーニエ Eugenie Schumann も、ブラーム
スがレッスンで親指の柔軟性を重視し（シューマン 2004: 44）、親指をくぐらせる練習にかな




えば≪8 つの小品 Op. 76≫の 第 8 曲（譜例 11）に見られるような音型の演奏は著しく困難に
なる。レーガーの作品にもこのような音型は頻繁に登場するが、「J. ブラームスの英霊に Den 
Manen J. Brahms’」と記された≪6 つの小品 Op. 24≫の第 6 曲〈ラプソディー〉（譜例 12）




挙に暇がない。例えば≪エピソード集 Op. 115≫の第 2 曲の中間部（第 13-25 小節、譜例 13）
では、両手が分散和音と内声に埋め込まれたメロディー（各音にテヌートが付されている）を








譜例 11 ブラームス ≪8 つの小品 Op. 76≫ 第 8 曲 第 48-54 小節 
 
 


















































































 レビュー17 はベルリンで開かれた二夜にわたるコンサートに対するもので、レーガーは 1





















































                                                   
33 シェーンベルクはまさしくこのように、各楽器の音色の違いによってポリフォニーを明確に
することを意図して、バッハの作品を管弦楽のために編曲した。彼は 1930 年にシュティード
リー Fritz Stiedry に宛てた手紙の中で、音色（の違い）は声部の進行を明確にするためのも






























う。レビュー20 はレーガーが声楽家のローリッツ Joseph Loritz の伴奏に加えて、ブラーム
スやリスト、自作の独奏曲を演奏した際の批評である。一方、レビュー21 はレビュー18 など












































































































                                                   

















レビュー26 のコンサートで演奏されたレーガーの≪5 つの歌曲 Op. 98≫の第 1 曲≪天の目か





















譜例 14 レーガー ≪5 つの歌曲 Op. 98≫ 第 1 曲〈天の目から〉 冒頭 
 
 
冒頭のピアノパートには pp の指示があるが、歌のパートのダイナミクスは p である。また、
ピアノパートの内声にも歌と同じ旋律が埋め込まれているにもかかわらず、espressivo と指示
されているのは歌のパートのみである。さらに、第 7 小節でもピアノパートの pp に対して、
歌のパートには mp と書かれている。これらの演奏上の指示の差に、ダイナミクスや表情の点
ではっきりと歌に主導権を与え、ピアノ伴奏にはより控えめな演奏を要求するレーガーの意図
が表れている。これと同様に、同じコンサートで演奏された≪12 の歌曲 Op. 51≫の第 3 曲〈夢
見よ、夢見よ、私の甘き生命よ！子守歌 Träume, träume, du mein süßes Leben! Wiegenlied〉
（譜例 15）のピアノパートにも、歌のパートの p に対して pp、あるいは più p に対して più pp
など、ほとんど常に歌のパートよりも弱いダイナミクスの指示が書き込まれている。さらにこ
の作品で特筆すべきは、ピアノパートの音の数の多さである。これほど多くの音を弾きながら








譜例 15  レーガー ≪12 の歌曲 Op. 51≫  
























































































 この 2 つのレビューはレーガーが指揮者として、ベートーヴェンの≪交響曲第 3 番変ホ長調
Op. 55「英雄」≫や自作の≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Op. 100≫などを演奏
したときのものである。前述のように、レーガーはピアニストだけでなく指揮者としても活動


















る。レーガーはモーツァルトの≪2 台のピアノのための協奏曲変ホ長調 K. 365（316a）≫や、
とりわけ彼が頻繁に演奏したバッハの≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調≫では、特にそ
の緩徐楽章の演奏を高く評価されることが多く、「柔らかく内的な音」（Schreiber 3: 210）「ピ
















がっていき、音楽が徐々に沈静化していく。レーガーはこの 9 小節の中で p、pp、più pp、ppp
を書き分けて、弱音の中でもダイナミクスに多くの段階を設けている。さらに、おびただしい
数のクレッシェンドとデクレッシェンドの記号が書き込まれており、例えば第 63-65 小節の
più pp と ppp の間でも、ダイナミクスの精妙なグラデーションが求められている。また、こ
のコンサートで演奏されたわけではないが、≪ヴァイオリンソナタ第 5 番≫の前年に書かれた
≪バッハヴァリエーション≫も、ダイナミクスの微妙なニュアンスに対するレーガーの入念さ
を示す好例である。レーガーはこの作品の第 3 変奏の冒頭（譜例 17）でも、4 小節の間に mf、
p、pp、ppp の 4 つのダイナミクス、そして多数のクレッシェンドとデクレッシェンドを指示
しているが、それに加えて第 2-3 小節ではクレッシェンドとデクレッシェンドの間に molto と




























4. 5.  テンポとリズム 


















































































レーガーとエリー・ネイ＝フークストラーテン Elly Ney-Hoogstraaten のような、こ
















ク Gerard Bunk によれば、レーガーはフーガの冒頭を、彼が想像していたテンポよりも 2 倍
遅く弾き始めたという（Schreiber 1: 116）。さらに、レーガーとたびたび 2 台のピアノのため
の作品を共演したジンケルツ Willi Jinkertz は、レーガーは自分が書いたフーガをいつもきわ
めてゆっくりと、ほとんどレーガー自身にしか聞こえないほどのピアニッシモで弾き始めたと
証言している（Schreiber 1: 116）。ピアノロールの録音でも、レーガーは大半の作品をいくら
かゆっくりと弾き始め、徐々にテンポを上げている。また、≪7 つのシルエット Op. 53≫の第






られる。このフーガの冒頭には Sostenuto、♩＝68 と書かれているが、その後レーガーは Più 
















らだ。第 2 楽章と第 3 楽章は素晴らしかった。ソロヴァイオリンが 1 回ミスをしたのを
除けば、アンサンブルもとても良かった。（205） 
 
この 2 つのレビューは、どちらもレーガーがバッハの≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長
調≫のピアノパートを弾いたときのものである。1 つ目のレビューでは、第 2 楽章については
ゆっくりとしたテンポ設定とそれによって生み出された響きの美しさが称賛されているのに















の 2 人のレビュアーに対して十分な説得力を持つものではなかったようだ。 
 
譜例 18 






                                                   
35 Johann Sebastian Bach. Brandenburgisches Konzert Nr. 5 D-Dur BWV 1050 für Klavier, 
Flöte und Violine mit Streichquintettbegleitung. Bearbeitet von Max Reger. Leipzig: 
Breitkopf und Härtel, 1915. 





譜例 19 バッハ ≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調≫（レーガーによる校訂版） 













 以下はレーガーがピアニストのバルダス Otto Bardas と共に、自作の≪ヴァイオリンソナタ
第 5 番嬰ヘ短調 Op. 84≫や、2 台のピアノのための≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフ



































                                                   






39 執筆者である Belsky は、バルダスのことを「私たちの地元のピアニスト」と呼び、レーガ











合があることは自覚している！（Schreiber 1: 115-116） 
 
レーガーのピアノロール録音は、このような彼自身の言葉を裏付けている。録音が残されて





例として、レーガーによる≪私の日記より Op. 82≫第 1 巻第 10 曲（譜例 20）のピアノロー
ル録音に耳を傾けてみよう。彼は冒頭に Andante innocente（♩＝56）と指示を書き込んでい
るが、それよりも大幅に遅い、およそ♩＝40 のテンポで演奏している。さらに興味深いことに、
彼はこの三部形式による作品の第一部冒頭の 5 小節と第三部冒頭の 5 小節（第 27-31 小節、譜
例 21）において、メトロノームの数字では同一のテンポを指定しているにも関わらず、第三






                                                   
40 Max Reger. Variationen und Fuge über ein Thema von J. S. Bach Op. 81. Edited by Egon 






42 同じ曲集の第 6 曲の第 18-20 小節も同様に、レーガーが第三部を第一部よりも遅いテンポ
で演奏している例として挙げることが出来る。 






譜例 20 レーガー ≪私の日記より Op. 82≫第 1 巻第 10 曲 冒頭 
 




例えば≪6 つの間奏曲 Op. 45≫の第 3 曲（譜例 22）において、彼は第 3 小節の 3 拍目に p の




















































1 番ト長調≫（譜例 23）の第 1 楽章を見てみよう。 
 





この楽章は 4 分の 6 拍子で書かれているが、コーダの第 235-239 小節では、ヴァイオリンの
旋律が部分的にスラーによって 2 分音符（付点 4 分音符＋8 分音符）ごとに分けられている。
通常は付点 2 分音符（4 分音符×3）を 1 拍として小節を 2 つに分割する 4 分の 6 拍子に対し
て、2 分音符を 1 拍として小節を 3 つに分割する、いわゆるヘミオラのリズムである。一方、
ピアノの左手は第 237 小節まで、そのアーティキュレーションによってはっきりと付点 2 分音
符（4 分音符×3）ごとに分けられているが、第 238-239 小節では音型が変化しており、付点 4
分音符（8 分音符×3）ごとのグループに分かれていると考えることも出来る44。このようにと
らえるならば、この部分では付点 4 分音符を 1 拍として小節が 4 つに分割されることになる。
ここで 8 分音符 3 つのグループ毎の最初の音（譜例では丸囲みで示した音符で、普通は第 5 指
で奏する）をいくらか鋭く打鍵することで、元の 4 分の 6 拍子とヴァイオリンの 2 分の 3 拍子
に対するピアノパートの拍子のずれ、そしてそれらによって生み出されるリズムの複雑さが明



















                                                   
44 右手には既にその直前の部分でもこれと対称的な動きをする音型が使われているが、第

















（Schreiber 3: 378）。 


























レーガーの演奏では各拍子の長さが一定に保たれておらず、例えば第 1 小節や第 3 小節の 5
拍目と 6 拍目などでは急に加速して、なだれ込むように次の小節に移っている。また、第 6、



























4. 5. 3.  ルバート 
 









































                                                   
45 ただし渡辺は、①の意味でのルバートの概念は、演奏法に関する理論書では 19 世紀のかな
り早い段階で消えていったように見えるが、音楽家の実践の場面ではすぐに消えてしまったわ

























来る。例えば、≪炉端の夢 Op. 143≫の第 9 曲（譜例 25）において、レーガーはスラーによっ
て示されたフレーズの終わりに頻繁に poco ritardando と書き込み、次のフレーズが始まる際
に a tempo と指示することによってテンポを戻している。また、レーガーの生徒であったベル







                                                   
47 例えば 1906 年 5 月 14日にレーガーが自作の≪ヴァイオリンソナタ嬰ヘ短調 Op. 84≫を演
奏した際にも、彼の「アルペジオの癖」が批判されている（Schreiber 3: 133-134）。 

















譜例 25 レーガー ≪炉端の夢 Op. 143≫ 第 9 曲 冒頭 
 
 
レーガー自身による≪7 つのシルエット Op. 53≫の第 2 曲（譜例 26）の演奏からは、この
ようなテンポとダイナミクスの変化をはっきりと聴き取ることが出来る。例えば冒頭の 11 小










































（BWV1046-1051）全 6 曲の連弾版50や、≪ゴルトベルク変奏曲 BWV988≫のラインベルガ














                                                   
50 J. S. Bach. Brandenburgische Konzerte: für Klavier zu vier Händen. Bearbeitet von Max 
Reger. Frankfurt: C.F. Peters, 1905-06. 
51 J. S. Bach. Goldberg-Variationen für zwei Klaviere BWV 988. Bearbeitet von Joseph 
Rheinberger. Revidiert von Max Reger. Leipzig: Fr. Kistner, 1915. 
52 レーガーによるバッハの演奏解釈については、以下の論考に詳しい。Christopher Anderson. 
2004. “Reger in Bach’s Notes: On Self-Imager and Authority in Max Reger’s Bach Playing,” 










































                                                   























しょう。（Popp 1998: 228） 
 












                                                   


































                                                   
55 “Vom Eise befreit sind Strom und Bäche”。ゲーテ Johann Wolfgang Goethe（1749-1832）








 まず第 1 章では、彼の生涯をごく簡単に概観した。 
















第 3 章第 2 節ではレーガーのコンサートへの出演回数や主なレパートリー、そして演奏活
動の理念について述べた。レーガーはオルガニスト・指揮者としても活動したが、ピアニス
トとして最も多く舞台に上り、ドイツ国内のみならずベルギーやロシアなどへも演奏旅行を
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（1）Neue Badische Landeszeitung, 25. 11. 1908. 
（2）Karl Eschmann 
（3）1908 年 11 月 23 日 ハイデルベルク 
（4）ブラームス：≪交響曲第 1 番ハ短調≫ 
   レーガー：≪ヴァイオリン協奏曲 Op. 101≫ 
        ≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
 
レビュー2 
（1）Leipziger Zeitung Nr. 68, 1. Beilage, 23. 3. 1908. 
（2）Arthur Smolian 
（3）1908 年 3 月 22 日 ライプツィヒ 
（4）ブラームス：≪ヴァイオリンソナタ第 1 番ト長調 Op. 78≫ 
   レーガー：≪ピアノ三重奏曲ホ短調 Op. 102≫ 
   ベートーヴェン：≪弦楽四重奏曲イ短調 Op. 132≫ 
 
レビュー3 
（1）Prager Tagblatt Nr. 308, 8. 11. 1908. 
（2）Wenzel Ritter von Belsky 
（3）1908 年 11 月 7 日 プラハ 
（4）バッハ：≪ヴァイオリンソナタ ヘ短調 BWV1018≫ 
                                                   




   モーツァルト：≪ヴァイオリンソナタ第 40 番変ロ長調 K. 454≫ 
レーガー：≪無伴奏ヴァイオリンソナタ ニ長調 Op. 91-2≫ 
≪ヴァイオリンとピアノのための組曲イ短調 Op. 103a≫ 
 
レビュー4 
（1）Die Musik 10 (1911), 16, 259. 
（2）Friedrich A. Geißler 
（3）1911 年 4 月 21 日 ドレスデン 
（4）レーガー：≪古い様式による組曲 Op. 93≫ 
         歌曲 5 作品 
≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
歌曲 5 作品 
ブラームス：≪ヴァイオリンソナタ第 1 番ト長調 Op. 78≫ 
 
レビュー5 
（1）Kölnische Zeitung Nr. 338, Mittag-Ausgabe, 1. 4. 1916. 
（2）記載なし 
（3）1916 年 3 月 31 日 ケルン 
（4）バッハ：≪平均律クラヴィーア曲集≫第 2 巻より 
〈ハ短調〉、〈嬰ヘ短調〉、〈変イ長調〉 




レーガー：≪モーツァルトの主題による変奏曲とフーガ Op. 132a≫ 
 
レビュー6 
（1）Prager Tagblatt Nr. 50, 20. 2. 1906. 
（2）Wenzel Ritter von Belsky 
（3）1906 年 2 月 17 日 プラハ 
（4）レーガー：≪ヴァイオリンソナタ嬰ヘ短調 Op. 84≫ 




≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
 
レビュー7 
（1）Leipziger Zeitung Nr. 7, 3. Beilage, 11. 1. 1909. 
（2）Arthur Smolian 
（3）1909 年 1 月 10 日 ライプツィヒ 
（4）バッハ：≪音楽の捧げもの BWV1079≫より〈トリオソナタ ハ短調〉 
       ≪パルティータ第 4 番ニ長調 BWV828≫ 
       ≪無伴奏ヴァイオリンのためのソナタ第 1 番ト短調 BWV1001≫ 
       ≪ヴァイオリンソナタ ホ長調 BWV1016≫ 
 
レビュー8 
（1）Musikalisches Wochenblatt 35 (1904) Nr. 26, 478 f.. 
（2）Paul Ehlers 
（3）1904 年 5 月 31 日 フランクフルト・アム・マイン 
（4）レーガー：≪ヴァイオリンソナタ ハ長調 Op. 72≫ 
ゾンマー Sommer、ローデ Rohde、ヘス Heß、ヴォルフルムの歌曲 
テュイレ Thuille：≪ヴァイオリンソナタ ホ短調 Op. 30≫ 
 
レビュー9 
（1）General-Anzeiger für Bonn und Umgegend Nr. 6087, 28. 2. 1907. 
（2）Josef Schumacher 
（3）1907 年 2 月 27 日 ボン 
（4）レーガー：≪6 つの小品 Op. 94≫より 
歌曲 5 作品 
≪古い様式による組曲へ長調 Op. 93≫ 
歌曲 5 作品 
≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
 
レビュー10 





（3）1906 年 12 月 3 日 ハイデルベルク 
（4）バッハ：2 台のチェンバロのための≪協奏曲ハ短調 BWV1060≫ 
2 台のチェンバロのための≪協奏曲ハ長調 Op. 1061≫ 
レーガー：≪セレナーデ Op. 95≫ 
≪序奏、パッサカリアとフーガ Op. 96≫ 
 
レビュー11 
（1）Konstanzer Zeitung Nr. 348, 17. 12. 1912. 
（2）K. F.  
（3）1912 年 12 月 16 日 コンスタンツ 
（4）バッハ：≪ゴルトベルク変奏曲 BWV988≫ 
モーツァルト：2 台のピアノのための≪ソナタ ニ長調 KV448≫ 
レーガー：≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
 
レビュー12 
（1）Gothaer Tageblatt, 7. 11. 1910. 
（2）E. M. 
（3）1910 年 11 月 5 日 ゴータ 
（4）レーガー：≪クラリネットソナタ変ロ長調 Op. 107≫ 
アルトのための歌曲 
≪古い様式による組曲へ長調 Op. 93≫ 
男声合唱のための≪10 の歌 Op. 83≫より 
ブラームス：アルトのための歌曲 




（1）Schlesische Zeitung, 16. 12. 1903. 
（2）Ernst Flügel 
（3）1903 年 12 月 14 日 ブレスラウ 
（4）ベーア＝ヴァルブルン Beer-Walbrunn：歌曲 3 作品 




シリングス Schillings：歌曲 4 作品 
レーガー：歌曲 10 作品 
 
レビュー14 
（1）Berliner Lokal-Anzeiger Nr. 617, 5. 12. 1913. 
（2）Wilhelm Klatte 
（3）1913 年 12 月 4 日 ベルリン 
（4）レーガー：≪A. ベックリンによる 4 つの交響詩 Op. 128≫ 
バッハ：≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調 BWV1050≫ 
レーガー：≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Op. 100≫ 
モーツァルト：≪交響曲第 38 番ニ長調 KV504≫ 
 
レビュー15 
（1）Leipziger Zeitung Nr. 19, 25. 1. 1909. 
（2）Arthur Smolian 
（3）1909 年 1 月 24 日 ライプツィヒ 
（4）モーツァルト：≪ソナタニ長調 KV448≫ 
ハッセ Hasse：2 台のピアノのための≪変奏曲 Op. 1≫ 
フーバー Huber：2 台のピアノのための≪愉快なソナタ ト長調 Op. 126≫ 
レーガー：≪序奏、パッサカリアとフーガ Op. 96≫ 
 
レビュー16 
（1）Hamburgischer Correspondent, Morgenblatt, 1. Beilage, 4. 2. 1908. 
（2）Max Loewengard 
（3）1908 年 2 月 3 日 ハンブルク 
（4）バッハ：≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調 BWV1050≫ 
レーガー：歌曲 4 作品 
≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Op. 100≫ 
ブラームス：歌曲 5 作品 







（1）Allgemeine Musik-Zeitung 37（1910）Nr. 10, 244. 
（2）Paul Bekker 
（3）1910 年 3 月 3 日 ベルリン 
（4）ブラームス：≪ヴァイオリンソナタ第 2 番イ長調 Op. 100≫ 
レーガー：≪無伴奏ヴァイオリンソナタ イ短調 Op. 91-7≫より 
バッハ：≪ヴァイオリンソナタ イ長調 BWV1015≫ 
レーガー：≪クラリネットソナタ変ロ長調 Op. 107≫（ヴィオラとピアノ版） 
 
レビュー18 
（1）Leipziger Tageblatt, 21. 11. 1904 
（2）Eugen Segnitz 
（3）1904 年 11 月 19 日 ライプツィヒ 
（4）ハイドン Joseph Haydn（1732-1809）：≪弦楽四重奏曲第番ト短調 Op. 74-3≫ 
レーガー：≪ヴァイオリンソナタ ハ長調 Op. 72≫ 
シューベルト：≪弦楽五重奏曲ハ長調 Op. 163≫ 
 
レビュー19 
（1）Hamburger Nachrichten, Abendausgabe, 6. 2. 1907. 
（2）Rudolf Birgfeld 
（3）1907 年 2 月 5 日 ハンブルク 
（4）レーガー：≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
歌曲 5 作品 
≪序奏、パッサカリアとフーガ Op. 96≫ 
歌曲 5 作品 
≪古い様式による組曲へ長調 Op. 93≫ 
 
レビュー20 
（1）Nördlinger Anzeigeblatt, 9. 8. 1901. 
（2）記載なし 
（3）1901 年 8 月 5 日 ネルトリンゲン 




レーガー：≪6 つの小品 Op. 24≫より 





（1）Hamburger Nachrichten, 8. 6. 1904. 
（2）Ferdinand Pfohl 
（3）1904 年 5 月 31 日 フランクフルト・アム・マイン 
（4）レーガー：≪ヴァイオリンソナタ ハ長調 Op. 72≫ 
ゾンマー、ローデ、ヘス、ヴォルフルムの歌曲 
テュイレ：≪ヴァイオリンソナタ ホ短調 Op. 30≫ 
 
レビュー22 
（1）Tagespost, Graz, Morgenblatt, 16. 1. 1907. 
（2）Ernst Decsey 
（3）1907 年 1 月 14 日 グラーツ 
（4）レーガー：≪ヴァイオリンソナタ嬰ヘ短調 Op. 84≫ 
歌曲 5 作品 
≪古い様式による組曲へ長調 Op. 93≫ 
歌曲 5 作品 
≪序奏、パッサカリアとフーガ Op. 96≫ 
 
レビュー23 
（1）Hamburgischer Correspondent, Morgenblatt, 1. Beilage, 4. 2. 1908. 
（2）Max Loewengard 
（3）1908 年 2 月 3 日 ハンブルク 
（4）バッハ：≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調 BWV1050≫ 
レーガー：歌曲 4 作品 
≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Op. 100≫ 
ブラームス：歌曲 5 作品 






（1）Münchner Neueste Nachrichten Nr. 472, Morgenblatt, 9. 10. 1906. 
（2）Rudolf Louis 
（3）1906 年 10 月 6 日 ミュンヘン 
（4）タルティーニ Tartini：≪ヴァイオリンソナタ ニ長調≫ 
ヴェーバー Karl Maria von Weber（1786-1826）：アリア 
モーツァルト：≪ヴァイオリンソナタ ハ長調≫ 
レーガー：≪ヴァイオリンソナタ嬰ヘ短調 Op. 84≫ 
シューベルト：歌曲 3 作品 
レーガー：歌曲 4 作品 
 
レビュー25 
（1）Signale für die musikalische Welt 69（1911）Nr. 9, 291 f.. 
（2）August Spanuth 
（3）1911 年 2 月 14 日 ベルリン 
（4）ベートーヴェン、シューベルト、リスト、ヴォルフ、ブラームス、シューマン、プフィ
ツナー Hans Pfitzner（1869-1949）、シュトラウス、レーガーの歌曲 
 
レビュー26 
（1）Münchner Neueste Nachrichten Nr. 559, 30. 11. 1905. 
（2）Hugo Daffner 




（1）Allgemeine Zeitung, München, Nr. 85, 26. 3. 1903. 
（2）記載なし 
（3）1903 年 3 月 25 日 ミュンヘン 







（1）Allgemeine Musik-Zeitung 39（1912）Nr. 44, 1150 f.. 
（2）Ludwig Misch 
（3）1912 年 10 月 24 日 ベルリン 
（4）フックス Fuchs：≪ヴィオラソナタ ニ短調 Op. 86≫ 
ヴィターリ Vitali：≪シャコンヌ≫ 
レーガー：≪クラリネットソナタ変ロ長調 Op. 107≫（ヴィオラとピアノ版） 
 
レビュー29 
（1）Berliner Lokal-Anzeiger, 1. 12. 1910. 
（2）Wilhelm Klatte 
（3）1910 年 11 月 30 日 ベルリン 
（4）レーガー：≪組曲イ短調 Op. 103a≫ 
≪エピソード集 Op. 115≫第 1 巻 
無伴奏ヴァイオリンのための≪プレリュードとフーガ ホ短調 Op. 117-3≫ 
≪素朴な歌 Op. 76≫より第 5 巻〈子供の世界から〉（第 44-51 曲） 
≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
 
レビュー30 
（1）Aachener Anzeiger Nr. 236, 1. Blatt (Vorabendausgabe), 7. 10. 1911. 
（2）C. W. 
（3）1911 年 10 月 4 日 アーヘン 
（4）ブラームス：≪ハイドンの主題による変奏曲 Op. 56b≫ 
レーガー：歌曲 4 作品 
≪チェロソナタ イ短調 Op. 116≫ 
歌曲 5 作品 
≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
 
レビュー31 
（1）Vossische Zeitung Nr. 152, morgens, 23. 3. 1912. 
（2）Max Marschalk 




（4）レーガー：≪喜劇的序曲 Op. 120≫ 
ベートーヴェン：≪交響曲第 3 番変ホ長調 Op. 55「英雄」≫ 
レーガー：≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Op. 100≫ 
 
レビュー32 
（1）Hamburger Nachrichten Nr. 136, Morgenausgabe, 21. 3. 1912. 
（2）Hugo Draber 
（3）1912 年 3 月 19 日 ベルリン 
（4）レーガー：≪喜劇的序曲 Op. 120≫ 
ベートーヴェン：≪交響曲第 3 番変ホ長調 Op. 55「英雄」≫ 
レーガー：≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Op. 100≫ 
 
レビュー33 
（1）Berliner Tageblatt Nr. 165, Abendausgabe, 31. 3. 1909. 
（2）Leopold Schmidt 
（3）1909 年 3 月 29 日 ベルリン 
（4）バッハ：≪ヴァイオリンソナタ ホ長調 BWV1016≫ 
無伴奏ヴァイオリンのための〈シャコンヌ〉 
レーガー：無伴奏ヴァイオリンのための≪ソナタ イ長調 Op. 42-2≫ 
≪ヴァイオリンソナタ嬰ヘ短調 Op. 84≫ 
 
レビュー34 
（1）Rhein. Kurier, Wiesbaden, Nr. 52. Abendausgabe. 21. 2. 1893. 
（2）Theodor Rehbaum 
（3）1893 年 2 月 20 日 ヴィースバーデン 
（4）ベルリオーズ Hector Berlioz（1803-1869）：≪エジプトへの逃避 H. 128≫ 
ベートーヴェン：≪ピアノ協奏曲第 4 番ト長調 Op. 58≫ 
   ブラームス：≪ドイツレクイエム Op. 45≫ 
 
レビュー35 
（1）Altonaer Tageblatt, 2. Beilage, 8. 4. 1911. 




（3）1911 年 4 月 6 日 アルトナ 
（4）ブラームス：≪交響曲第 2 番≫ 
レーガー：歌曲 5 作品 
モーツァルト：≪ピアノ協奏曲第 9 番変ホ長調 KV271「ジュノム」≫ 




（1）Hamburger-Nachrichten, Abend-Ausgabe, 7. 4. 1911. 
（2）Rudolf Birgfeld 
（3）1911 年 4 月 6 日 アルトナ 
（4）ブラームス：≪交響曲第 2 番≫ 
   レーガー：歌曲 5 作品 
モーツァルト：≪ピアノ協奏曲第 9 番変ホ長調 KV271「ジュノム」≫ 




（1）Kölnische Zeitung Nr. 498, Mittags-Ausgabe, 29. 4. 1913. 
（2）Otto Neitzel 
（3）1913 年 4 月 28 日 ボン 
（4）ヴィヴァルディ Antonio Vivaldi（1678-1741）：≪3 つのヴァイオリンのための協奏曲 
へ長調 RV551≫ 
   バッハ：無伴奏ヴァイオリンのための≪パルティータ第 3 番ホ長調 BWV1006≫ 
   スカルラッティ Domenico Scarlatti（1685-1757）：≪ソナタ ニ短調≫、≪ソナタ 
 ハ長調≫、≪ソナタ ハ長調≫ 
バッハ：≪平均律クラヴィーア曲集≫第 1 巻より〈ヘ短調〉、〈嬰ヘ短調〉、〈嬰へ長調〉 









（3）1907 年 1 月 17 日 シュトゥットガルト 
（4）バッハ：≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調 BWV1050≫ 
   レーガー：≪セレナーデ Op. 95≫ 
   プフィッツナー：≪キリストになった小悪魔≫ 
ハイドン、シューマン、ヴァインガルトナー Weingartner、グートハイル Gutheil の 
歌曲とアリア 
             
レビュー39 
（1）Musikalische Wochenblatt 39（1908）Nr. 8, 206 f. 
（2）Emil Krause 
（3）1908 年 2 月 3 日 ハンブルク 
（4）バッハ：≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調 BWV1050≫ 
レーガー： 歌曲 4 作品 
        ≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Op. 100≫ 
ブラームス：歌曲 5 作品 
ベートーヴェン：≪エグモント Op. 84≫より〈序曲〉 
 
レビュー40 
（1）Aachener Anzeiger Nr. 236, 1. Blatt（Vorabendausgabe）, 7. 10. 1911.  
（2）C. W. 
（3）1911 年 10 月 4 日 アーヘン 
（4）ブラームス：≪ハイドンの主題による変奏曲 Op. 56b≫ 
   レーガー：≪チェロソナタ第 4 番イ短調 Op. 116≫ 
        ≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
歌曲 9 作品 
 
レビュー41 
（1）Prager Tagblatt Nr. 50, 20. 2. 1906. 
（2）Wenzel Ritter von Belsky 
（3）1906 年 2 月 17 日 プラハ 




        ≪弦楽四重奏曲第 3 番ニ短調 Op. 74≫ 
        ≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
 
レビュー42 
（1）Gothaer Tageblatt, 7. 11. 1910. 
（2）E. M. 
（3）1910 年 11 月 5 日 ゴータ 
（4）レーガー：≪クラリネットソナタ第 3 番変ロ長調 Op. 107≫ 
アルトのための歌曲 
≪ヴァイオリンとピアノのための古い様式による組曲へ長調 Op. 93≫ 
≪10 の歌 Op. 83≫より 2 曲 
ブラームス：アルトのための歌曲 




（1）Mainzer Tagblatt Nr. 346, 21. 12. 1905. 
（2）K. G. 
（3）1905 年 12 月 20 日 マインツ 
（4）バッハ：≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調 BWV1050≫ 
レーガー：歌曲 9 作品 
≪シンフォニエッタ Op. 90≫ 
 
レビュー44 
（1）Mainzer Journal, 6. 1. 1916. 
（2）L. F. 
（3）1916 年 1 月 5 日 マインツ 
（4）バッハ：≪チェンバロ協奏曲ニ短調 BWV1052≫ 
   レーガー：≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 







（1）Signale für die musikalische Welt 66（1908）Nr. 42, 1296 
（2）August Spanuth 
（3）1908 年 10 月 6 日 ベルリン 
（4）レーガー：≪ピアノ三重奏曲第 2 番ホ短調 Op. 102≫ 
 
レビュー46 
（1）St. Petersburger Zeitung, 4., （17.）12. 1906. 
（2）-to. 
（3）1906 年 12 月 15 日 サンクトペテルブルグ 
（4）グルック Christoph Willibald Gluck（1714-1787）：≪アルセスト≫より〈序曲〉 
レーガー：≪セレナーデ Op. 95≫ 
≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
バッハ：≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調 BWV1050≫ 
 
レビュー47 
（1）Casseler Allgemeine Zeitung Nr. 6, 6. 1. 1915 
（2）F. G. 
（3）1915 年 1 月 4 日 カッセル 
（4）バッハ：≪ゴルトベルク変奏曲 BWV988≫（ラインベルガーによる 2 台ピアノ版） 
≪平均律クラヴィーア曲集≫第 2 巻より〈ハ短調〉、〈嬰ヘ短調〉、〈変イ長調〉、
第 1 巻より嬰ハ短調 
≪ヴァイオリンソナタ第 5 番ヘ短調 BWV1018≫ 
≪2 台のチェンバロのための協奏曲ハ短調 BWV1062≫ 
 
レビュー48 
（1）General-Anzeiger für Halle und den Saalekreis Nr. 267, 12. 11. 1911. 
（2）Paul Klanert 
（3）1911 年 11 月 10 日 ハレ 
（4）バッハ：≪2 台のチェンバロのための協奏曲ハ長調 BWV1061≫ 
≪2 台のチェンバロのための協奏曲ハ短調 BWV1062≫ 




レーガー：≪ベートーヴェンの主題による変奏曲とフーガ Op. 86≫ 
 
レビュー49 
（1）Frankfurter Zeitung Nr. 122, Abendblatt, 3. 5. 1913. 
（2）Paul Bekker 
（3）1913 年 4 月 29 日 ボン 
（4）レーガー：≪弦楽四重奏曲第 4 番変ホ長調 Op. 109≫ 
歌曲 8 作品 
        ≪ピアノ四重奏曲ニ短調 Op. 113≫ 
 
レビュー50 
（1）Oberhessische Zeitung Nr. 272, 20. 11. 1914. 
（2）-m. 
（3）1914 年 11 月 17 日 マールブルク 
（4）バッハ：≪ゴルトベルク変奏曲 BWV988≫（ラインベルガーによる 2 台ピアノ版） 
≪平均律クラヴィーア曲集≫第 2 巻より〈ハ短調〉、〈嬰ヘ短調〉、 
〈変イ長調〉、〈ロ長調〉 
≪2 台のチェンバロのための協奏曲ハ短調 BWV1062≫ 
 
レビュー51 
（1）Hamburger Nachrichten Nr. 87, Abendausgabe, 4. 2. 1908. 
（2）Ferdinand Pfohl 
（3）1908 年 2 月 3 日 ハンブルク 
（4）バッハ：≪ブランデンブルク協奏曲第 5 番ニ長調 BWV1050≫ 
レーガー：歌曲 4 作品 
        ≪ヒラーの愉快な主題による変奏曲とフーガ Op. 100≫ 
ブラームス：歌曲 5 作品 
ベートーヴェン：≪エグモント Op. 84≫より〈序曲〉 
